
学術集会に参加しました！

第４８回日本重症心身障がい学術集会令和５年１０月２６日～１０月２７日

幕張メッセ国際会議場 ポスター発表

気管切開中の重症心身障がい児（者）の
腹臥位とカフアシストケア時における看護
師の役割

〇草壁 和香奈
（重症心身障がい児（者）病棟２階）

第７７回 国立病院総合医学会 令和５年１０月２０日～１０月２１日
リーガロイヤルホテル広島・広島県立総合体育館・メルパルク広島

ポスター発表

重症心身障がい児（者）病棟に従事す
る3年目以下の看護師が感じる看護実践
上の困難感

〇橋本 珠奈
（重症心身障がい児（者）病棟３階）

重症心身障がい児（者）病棟に勤務す
る1～３年目までの看護師を対象に、重症
児看護を実践する上で感じる困難なこと
について、経験年数の少ない看護師が抱
える看護実践上の問題点を明らかにし、
専門研修の必要性を発表しました。

重症心身障がい児（者）病棟における
腹臥位療法の口鼻腔・咽頭ドレナージを
目的とした排痰量を明らかにすることで、
効果的な排痰援助につなげ、看護ケアを
より安全で効果的なものに更新し呼吸障
害の軽減に繋がることを発表しました。


